
ほがらか

　
12
月
１
日
、
武
雄
高
校
２
年
の

古
川
圓
さ
ん
（
山
代
町
）
が
、
公

益
財
団
法
人
日
本
武
道
館
が
主
催

す
る
『
第
39
回
高
円
宮
杯
日
本
武

道
館
書
写
書
道
大
展
覧
会
』
で
、

応
募
総
数
２
万
２
１
９
４
点
の
中

か
ら
最
高
位
の
高
円
宮
賞
を
受
賞

し
、
そ
の
受
賞
を
報
告
す
る
た
め
、

深
浦
弘
信
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
受
賞
作
品
は
、
後
漢
時
代
の
古

典
で
あ
る
礼
器
碑
を
臨
書
し
た
も

の
で
、
古
川
さ
ん
は
「
ノ
ー
ト
に

文
字
の
特
徴
を
書
い
て
、
字
の
密

度
や
波
打
つ
線
の
表
現
を
研
究
し

た
。
文
字
の
右
払
い
が
伸
び
や
か

に
見
え
る
こ
と
な
ど
を
心
掛
け
て

書
い
た
。
こ
れ
ま
で
隷れ

い

書し
ょ

が
好
き

で
た
く
さ
ん
書
い
て
き
た
。
今
後

は
、
い
ろ
ん
な
書
体
を
学
び
な
が

ら
、
自
分
の
作
品
に
生
か
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
11
月
26
日
、
黒
川
町
家う

ち

読ど
く

連
絡

会
が
『
佐
賀
さ
い
こ
う
表
彰
』
の

自
発
の
地
域
づ
く
り
・
協
働
部
門

を
受
賞
し
、
そ
の
受
賞
を
報
告
す

る
た
め
、
深
浦
弘
信
市
長
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　
佐
賀
さ
い
こ
う
表
彰
は
、
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

や
地
域
を
支
え
る
活
動
を
し
て
い

る
市
民
社
会
組
織
を
表
彰
し
て
い

る
も
の
で
、
今
回
、
家
読
連
絡
会

は
、
家
読
活
動
に
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

や
、
地
元
愛
の
醸
成
に
寄
与
し
て

い
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
家
読
連
絡
会
の
﨑
田
洋
一
郎
会

長
は
「
家
読
の
取
り
組
み
を
は
じ

め
て
16
年
。
自
分
た
ち
の
活
動
が

地
域
の
力
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

て
う
れ
し
く
思
う
。
こ
れ
か
ら
も

町
の
魅
力
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

黒

川

町

家

読

県

表

彰

受

賞↑ 家読にどんどん取り組んでほし
いと話した﨑田会長（左）

↑ 野中さんの解説に児童たちは引
き込まれていました

　
11
月
24
日
『
藤
山
雷
太
肖
像
画
』

の
披
露
式
が
、
二
里
小
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
肖
像
画
は
、
藤
山
雷
太
の
子
孫

か
ら
二
里
小
学
校
に
贈
ら
れ
た
も

の
で
、
歴
史
的
価
値
が
高
い
こ
と

か
ら
11
月
に
市
指
定
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
披
露
式
で
は
、
佐
賀
県
立
美
術

館
の
野
中
耕
介
さ
ん
が
、
児
童
た

ち
に
肖
像
画
の
魅
力
な
ど
を
伝
え

ま
し
た
。

藤

山

雷

太

肖
像
画
披
露
式

古

川

圓

さ

ん

高
円
宮
賞
受
賞↑ ３カ月間練習を重ねて作品を書き上

げたと話した古川さん

玄げ
ん

海か
い

の  
湾う

み

は
の
つ
た
り  

凪な
ぎ

ぎ
て
を
り

新あ
ら

玉た
ま

の
年と

し  

ゆ
く
船ふ

ね

も
な
く

香か

川が
わ

　
三み
つ

枝え

真ま

向む

か
ひい

に  

里さ
と

富ふ

士じ

仰あ
お

ぎ  

吉き
っ

書し
ょ

か
な

　百歳の誕生日おめでとうございます。長寿を祝って
記念の飾り皿を贈呈しました。

百寿記念品贈呈

長生きの秘訣は
　昔は農業で野菜を作っていました。
今も料理をしています。たまに家族
で外食に出かけることが楽しみです。

武藤 キミヱ さん（東山代）
11 月 11 日生まれ

長生きの秘
ひ

訣
けつ

は
　走ることが好きで、学校代表と
して大会に出場したことがありま
す。趣味は小物作りや買い物です。

上杉 年子 さん（山代町）
11 月８日生まれ

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

田た

中な
か

　
南な
ん

嶽が
く

伊
万
里
白
露
短
歌
会
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ほがらか

↑ 知的好奇心や探究心が凝縮された
13 点の作品が入賞しました

　
11
月
25
日
、『
第
８
回
伊
万
里
市

民
図
書
館
・
学
校
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
』
の
表
彰

式
が
市
民
図
書
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
図
書
館

の
資
料
を
使
っ
て
『
考
え
る
力
』

や
『
表
現
す
る
力
』
を
身
に
つ
け
、

体
験
や
創
作
な
ど
と
結
び
つ
い
た

実
践
的
な
研
究
に
取
り
組
ん
で
も

ら
お
う
と
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
は
、
市
内
７
つ
の
小
学

校
か
ら
64
点
の
応
募
が
あ
り
、
審

査
の
結
果
、
次
の
３
点
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

▽
栗
原�

悠
さ
ん
（
伊
万
里
小
２
年
）

　�『
が
ん
ば
る
ア
リ
』

▽
上
野�

空
之
介
さ
ん（
大
坪
小
３
年
）

　『
昆
虫
食
っ
て
す
ご
い
!!
』

▽
平
野�

杏
さ
ん
（
大
坪
小
６
年
）

　�『
円
安
が
い
い
の
？
円
高
が
い

い
の
？
』

調

べ

る

学

習

コ

ン

ク

ー

ル

『働くなら いまりで、決まり！』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。情報政策課広報係（☎ 23-4313）

ア ル バ ム

わが家の

刀
と

根
ね

 丈
ひろ

也
や

さん

＊大輔・有紀さんの子

＊立花町

　
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
穏
や
か
な
ひ

ろ
や
く
ん
に
、
い
つ
も
癒
や
さ
れ

て
ま
す
♥
元
気
に
歌
っ
て
い
る

姿
が
と
っ
て
も

可
愛
い
よ
♪
大

好
き
♥
こ
れ
か

ら
も
み
ん
な
に

愛
さ
れ
て
大
き

く
な
っ
て
ね
☆

(     )３歳
２か月

いまり 決まり！で、

働くなら

古
こ

賀
が

 綾
あや

音
ね

 さん

（26歳・脇田町）

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
貨
物
を
輸
出
入
す
る
た
め
に
必

要
な
書
類
の
作
成
な
ど
の
通
関

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
確
認
不
足
や
思
い
込
み
か
ら
生

じ
る
ミ
ス
が
な
い
よ
う
に
書
類

や
法
令
を
確
認
し
、
正
確
な
作

業
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す

◇
目
標
（
仕
事
）
は
　
臨
機
応
変
に

対
応
で
き
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
通
関

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す

◇
自
己
Ｐ
Ｒ
　
何
事
に
も
挑
戦
す
る

気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
ま
す

◇
趣
味
・
特
技

　
競
走
馬
の
写
真
撮
影
や
御
朱
印

集
め
、
温
泉
巡
り
で
す

◇
市
民
へ
一
言

　
本
年
も
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

◆  株式会社 奈雅井（山代町）

◆ 令和４年２月入社

　
ぼ
く
は
、
人
や
場
所
見
知
り

を
す
る
け
ど
、
な
ぜ
か
周
り
の

大
人
に
よ
く
話
し
か
け
ら
れ

ち
ゃ
う
ん
だ
♪
ミ
ニ
カ
ー
や
電

車
で
遊
ぶ
こ
と
が
好
き
で
、
今

は
歌
う
こ
と
も
好
き
♥
タ
ン
バ

リ
ン
を
叩
き
な
が
ら
部
屋
の
中

で
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
る
よ
♫

　
11
月
25
日
、
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
・
Ｍ
Ｒ

松
浦
鉄
道
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
が
、
伊
万
里
駅
前
公
園
で
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
駅
の
賑に

ぎ

わ

い
づ
く
り
や
子
ど
も
た
ち
に
筑
肥
線

と
松
浦
鉄
道
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
開
催
さ
れ
て
い
て
、
今
回

は
１
１
７
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
入
賞
者
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◆
市
長
賞

▽
低
学
年
の
部

　
江
口�

明
徹
さ
ん
（
立
花
小
１
年
）

▽
中
学
年
の
部

　
池
田�

小
桜
さ
ん
（
立
花
小
４
年
）

▽
高
学
年
の
部

　
小
木
曽�

凪
桜
さ
ん（
二
里
小
６
年
）

▽
中
学
生
の
部

　
松
井�

莉
愛
さ
ん
（
国
見
中
１
年
）

◆
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
賞

　
二
見�

花
杏
奈
さ
ん（
伊
万
里
小
２
年
）

◆
Ｍ
Ｒ
賞

　
山
口�

心
春
さ
ん
（
立
花
小
１
年
）

Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
・
Ｍ
Ｒ
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

↑ 表彰式に参加した受賞者の
皆さん（前列）

　
11
月
20
日
、
南
波
多
郷
学
館
５
〜

９
年
生
の
児
童
・
生
徒
15
人
が
『
佐

賀
県
文
学
賞
』
に
入
賞
し
、
そ
の
報

告
の
た
め
、
松
本
定
教
育
長
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　
郷
学
館
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て『
川
柳
』

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
川
柳
は
、
岩

永
孝
雄
さ
ん
、
岩
永
憲
一
良
さ
ん
、
松

本
昌
倫
さ
ん
の
３
人
か
ら
指
導
を
受
け

て
い
て
、
毎
年
、
文
学
賞
の
川
柳
部
門

に
出
品
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
多
く
の
児
童
・
生
徒
が

入
賞
・
入
選
す
る
中
、
昨
年
に
続
き
、

小
・
中
学
生
の
部
で
１
人
ず
つ
が
１

席
に
入
賞
し
ま
し
た
。

南

波

多

郷

学

館

『
佐
賀
県
文
学
賞
』
入
賞

↑ １席入賞の草場葵さん（前列左から２人目）・髙木大椰
　さん（後列左から４人目）などの入賞者と関係者

17 2024.1広報伊万里




